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 2004 年 11 月から 2010 年 2 月までに、名古屋市立大学病院と名古屋第二赤十字病院の 2 施設
において IMRT を施行された 403 例の限局性前立腺癌の患者の内、晩期直腸出血を認めた 64 例
を対象とした。40 例はリニアック、24 例はトモセラピーにて IMRT を施行した。平均年齢は 72
歳であった。 
 直腸出血は臨床的と内視鏡的の両方またはどちらかにて評価し、IMRT 開始後 3 ヶ月以降に出
現したものとした。評価には CTCAE Ver. 4.0 と我々独自の直腸出血スコア（RBS）を使用した。
RBS は治療の有効性及び出血の程度を評価するために使用した。出血頻度・量をそれぞれ 1～3
点にスケール化したものの和と定義し、3ヶ月以上の止血が得られた場合はRBSを 1とした。RBS
は発症時と直近の経過観察時（出血開始後 12 ヶ月以上経過）に評価した。処方線量は 70～78Gy 
/ 33～39fr であり、直腸には線量制限を設けた。 
 症状の強い 19 例を除いて 45 例には最低 3 ヶ月間の無治療経過観察を行った。ステロイド療法
は 29 例に施行され、内 18 例は初期治療、11 例は経過観察で改善が乏しかった症例である。ステ
ロイド坐剤・浣腸は症状に応じて 1 日 2 回までの投与とした。APC は 12 例に施行され、内訳は
経過観察にて改善が乏しかった 3 例、ステロイドの反応が悪かった 8 例、重症の為に初期治療と
した 1 例である。APC は 3 回まで実施した。 
 観察期間の中央値は 35 ヶ月（12～69 ヶ月）、直腸出血の CTCAE Grade 1 が 31 例、Grade 2
が 26 例、Grade 3 が 7 例であった。IMRT 開始後 3～41 ヶ月（中央値 13 カ月）で発症を認めた。 
 無治療経過観察された 45 例の内、19 例（42%）に改善、4 例に増悪を認めた。RBS の平均値
には優位な変化を認めなかったが、17 例（38%）に止血を認めた。 
 ステロイドを投与された 29 例の内、18 例（62%）に改善、3 例に増悪を認めた。RBS の平均
値は 4.1±1.0 から 3.0±1.8（p =0.003）に変化し、9 例（31%）に止血を認めた。ただし 1 例は
12 ヶ月間、1 日 0.5～2 回のステロイド浣腸使用の後、敗血症性ショックを発症し多臓器不全で死
亡した。 
 APC を施行された全 12 例は 2 ヶ月以内に改善を認めた。RBS の平均値は 4.7±1.2 から 2.3±
1.4 に変化し（p <0.001）、5 例（42%）に止血を認めた。治療を要する有害事象は認めなかった。 
 トモセラピーで治療を受けた患者および直腸の%V70Gy が中央値以下の患者において、1 年後
での良好な改善率が得られた（それぞれ p =0.009、0.005）。糖尿病患者はステロイド治療に早期
に反応した（p =0.02）。 

























 IMRT 施行 403 例の内、対象は晩期直腸出血を認めた 64 例。40 例はリニアック、24 例はトモセ
ラピーにて IMRT を施行した。IMRT 開始後 3 ヶ月以降の出血例を対象とした。評価には CTCAE 
Ver. 4.0 と直腸出血スコア（RBS）を用い、RBS は出血頻度・量をそれぞれ 1～3 点にスケール化
したものの和と定義し、3 ヶ月以上止血が得られた場合は RBS を 1 とした。RBS は発症時と直近の
観察時（出血後 12 ヶ月以上経過）に評価した。処方線量は 70～78Gy / 33～39fr。症状の強い 19
例を除き、45 例は最低 3 ヶ月間の無治療経過観察を行った。ステロイド坐剤・浣腸は 29 例に施
行、1 日 2 回までの投与とした。APC は 12 例に施行、3 回まで実施した。 
 観察期間の中央値は 35 ヶ月（12～69 ヶ月）、直腸出血の CTCAE Grade 1 が 31 例、Grade 2 が
26 例、Grade 3 が 7 例。IMRT 開始後 3～41 ヶ月（中央値 13 カ月）で発症を認めた。無治療経過観
察された 45 例の内、19 例に改善、4 例に増悪を認めた。ステロイド投与 29 例の内、18 例に改
善、3 例に増悪。RBS の平均値は 4.1±1.0 から 3.0±1.8（p =0.003）に変化し、9 例に止血を認
めた。ただし 1 例は 12 ヶ月間、1 日 0.5～2 回のステロイド浣腸使用の後、敗血症性ショック・多
臓器不全で死亡した。APC 施行された全 12 例はすべて 2 ヶ月以内に改善。RBS の平均値は 4.7±




 無治療経過観察での RBS の改善は有意ではなかったが 38％に止血が得られ、重症もしくは悪化









は?など約 10 項目の質問が、第Ⅱ副査の芝本教授からは IMRT(リニアックとトモテラピー)の特徴
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